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議案名等

エピアみかどの指定管理者の指定について
（平成２４年９月議会提出）

まんのう町琴南健康ふれあいの里の指定管理者
の指定について（平成２４年９月議会提出）

まんのう町琴南高齢者婦人活動センターの指定
管理者の指定について（平成２４年９月議会提出）

大川山キャンプ場の指定管理者の指定
について（平成２４年９月議会提出）

まんのう町塩入ふれあいセンターの指定管理者
の指定について（平成２４年９月議会提出）

塩入ふれあいロッジの指定管理者の
指定について（平成２４年９月議会提出）

塩入ふるさと研修館の指定管理者の
指定について（平成２４年９月議会提出）

塩入健康センターの指定管理者の指定
について（平成２４年９月議会提出）

まんのう町仲南特産品センターの指定管理者
の指定について（平成２４年９月議会提出）

発議
第1号

発議
第2号

発委
第1号

まんのう町仲南道の駅交流センターの指定管理
の指定について（平成２４年９月議会提出）

議案
第24号

二宮忠八飛行館の指定管理者の指定に
ついて（平成２４年９月議会提出）

まんのう町道路線の認定について議案
第1号

議案
第2号

平成２４年度まんのう町一般会計
補正予算（案）第４号

議案
第3号

議案
第4号

平成２４年度まんのう町国民健康
保険特別会計補正予算（案）第２号
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平成２４年第4回定例会（12月7日～18日）

議案
第5号

平成２４年度まんのう町診療所
特別会計補正予算（案）第２号

議案
第6号

平成２４年度まんのう町簡易水道
特別会計補正予算（案）第２号

議案
第17号

議案
第18号

議案
第19号

議案
第20号

議案
第21号

議案
第22号

議案
第23号

議案
第14号

議案
第15号

議案
第16号

平成２４年度まんのう町浄化槽整備
推進事業特別会計補正予算 (案）第２号

まんのう町議会委員会条例の
一部改正について

まんのう町議会基本条例の
一部改正について

議案第１４号～議案第２４号に
対する付帯決議について

閉会中の継続調査について

""
""

平成２４年度まんのう町下水道特別会計補正予算（案）第1号
平成２４年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（案）第1号
平成２４年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）
エピアみかどの指定管理者の指定について
まんのう町琴南健康ふれあいの里の指定管理者の指定について
"まんのう町琴南高齢者婦人活動センターの指定管理者の指定
について"
大川山キャンプ場の指定管理者の指定について
まんのう町塩入ふれあいセンターの指定管理者の指定について
塩入ふれあいロッジの指定管理者の指定について
塩入ふるさと研修館の指定管理者の指定について
塩入健康センターの指定管理者の指定について
まんのう町仲南特産品センターの指定管理者の指定について
まんのう町仲南道の駅交流センターの指定管理の指定について
二宮忠八飛行館の指定管理者の指定について
地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書（案）
"尖閣諸島の国有化に反対する中国に対して、外交の見直しを
求める意見書（案）"
議員派遣の件
閉会中の継続調査について

平成２４年第5回臨時会（11月26日）
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議 長 日 誌

議 会 日 誌

１日（月）

３日（水）

１２日（金）

２２日（月）

２４日（水）～２６日（金）

山口県平生町議会より視察
（デマンドタクシーについて）
香川県町村議長会幹事会
　高松市　香川県自治会館
熊本県南関町議会より視察
（デマンドタクシーについて）
香川県議長会定例会
　高松市　香川県自治会館
県道丸亀三好線改良推進協議会陳情
　徳島県庁・香川県庁

中讃広域組合３町議員研修視察
　島根県出雲市、益田市

１日（木）

２日（金）～３日（土）

６日（火）

７日（水）

奈良県広陵町議会より視察
（デマンドタクシーについて）

第６回全国水源の里シンポジウム
　岐阜県白川町
第５３回四国地区町村議会議長会研修会
　高松市　アルファーあなぶきホール
森林管理道琴南財田線陳情
　香川県知事・県議会

１２日（月）
１

1３日（火）～１５日（木）

１８日（日）

１９日（月）

２８日（水）

２９日（木）～３０日（金）

県政促進に関する要望
　香川県知事・県議会

第５６回町村議会議長全国大会
　東京　ＮＨＫホール
香川県町村議会議長会研修
　東京　全国町村議会議員会館
第３回議会報告会
　琴南公民館
鳥取県三朝町議会より視察
（議会基本条例について）
中讃広域組合議会１１月定例会
　中讃広域組合

エコランド（最終処分場）関係者視察研修
　福岡市最終処分場

８日（土）
２５日（火）

社会福祉大会
仲多度南部消防組合第３回定例会
　仲多度南部消防

2日（火）

5日（金）

11日（木）

15日（月）

16日（火）

19日（金）

29日（月）

満濃中学校改築・調査特別委員会

議会広報特別委員会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

教育民生常任委員会

建設経済常任委員会

議会広報特別委員会

総務常任委員会

建設経済常任委員会

6日（火）

7日（水）

8日（木）

9日（金）

12日（月）

18日（日）

第５３回四国地区町村議会議長会研修会

仲多度郡３町議員交流会

議会運営委員会

教育民生常任委員会

建設経済常任委員会

総務常任委員会

第３回　議会報告会（琴南公民館）

21日（水）

22日（木）

26日（月）

27日（火）

満濃中学校改築・調査特別委員会

議会運営委員会

教育民生常任委員会

第５回臨時会

建設経済常任委員会

総務常任委員会

3日（月）

7日（金）

10日（月）

11日（火）

13日（木）

14日（金）

17日（月）

18日（火）

議会運営委員会

第４回定例会（１日目）

第４回定例会（２日目）

満濃中学校改築・調査特別委員会

教育民生常任委員会

建設経済常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会

教育民生常任委員会

第４回定例会（３日目）

議会広報特別委員会

10

　　　　　　　月

10

　　　　　　　　月

11

　　　　　　　月

11

　　　　　　　月

12

　　　　　　　　月

12

　　　月

11
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11

　　　　　　　　月
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平成２４年度まんのう町一般
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議案名等

エピアみかどの指定管理者の指定について
（平成２４年９月議会提出）

まんのう町琴南健康ふれあいの里の指定管理者
の指定について（平成２４年９月議会提出）

まんのう町琴南高齢者婦人活動センターの指定
管理者の指定について（平成２４年９月議会提出）

大川山キャンプ場の指定管理者の指定
について（平成２４年９月議会提出）

まんのう町塩入ふれあいセンターの指定管理者
の指定について（平成２４年９月議会提出）

塩入ふれあいロッジの指定管理者の
指定について（平成２４年９月議会提出）

塩入ふるさと研修館の指定管理者の
指定について（平成２４年９月議会提出）

塩入健康センターの指定管理者の指定
について（平成２４年９月議会提出）

まんのう町仲南特産品センターの指定管理者
の指定について（平成２４年９月議会提出）

発議
第1号

発議
第2号

発委
第1号

まんのう町仲南道の駅交流センターの指定管理
の指定について（平成２４年９月議会提出）

議案
第24号

二宮忠八飛行館の指定管理者の指定に
ついて（平成２４年９月議会提出）

まんのう町道路線の認定について議案
第1号

議案
第2号

平成２４年度まんのう町一般会計
補正予算（案）第４号

議案
第3号

議案
第4号

平成２４年度まんのう町国民健康
保険特別会計補正予算（案）第２号
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平成２４年第4回定例会（12月7日～18日）

議案
第5号

平成２４年度まんのう町診療所
特別会計補正予算（案）第２号

議案
第6号

平成２４年度まんのう町簡易水道
特別会計補正予算（案）第２号

議案
第17号

議案
第18号

議案
第19号

議案
第20号

議案
第21号

議案
第22号

議案
第23号

議案
第14号

議案
第15号

議案
第16号

平成２４年度まんのう町浄化槽整備
推進事業特別会計補正予算 (案）第２号

まんのう町議会委員会条例の
一部改正について

まんのう町議会基本条例の
一部改正について

議案第１４号～議案第２４号に
対する付帯決議について

閉会中の継続調査について

""
""

平成２４年度まんのう町下水道特別会計補正予算（案）第1号
平成２４年度まんのう町浄化槽整備推進事業特別会計補正予算（案）第1号
平成２４年度まんのう町水道事業会計補正予算（案）
エピアみかどの指定管理者の指定について
まんのう町琴南健康ふれあいの里の指定管理者の指定について
"まんのう町琴南高齢者婦人活動センターの指定管理者の指定
について"
大川山キャンプ場の指定管理者の指定について
まんのう町塩入ふれあいセンターの指定管理者の指定について
塩入ふれあいロッジの指定管理者の指定について
塩入ふるさと研修館の指定管理者の指定について
塩入健康センターの指定管理者の指定について
まんのう町仲南特産品センターの指定管理者の指定について
まんのう町仲南道の駅交流センターの指定管理の指定について
二宮忠八飛行館の指定管理者の指定について
地球温暖化対策に関する「地方財源を確保・充実する仕組み」の構築を求める意見書（案）
"尖閣諸島の国有化に反対する中国に対して、外交の見直しを
求める意見書（案）"
議員派遣の件
閉会中の継続調査について

平成２４年第5回臨時会（11月26日）

12
7
12
7
12
7
12
7
12
7
12
7
12
7
12
7
12
7
12
7
12
7
12
18
12
18
12
18
12
18
12
18
12
18
12
18
12
18
12
7
12
18

議
長
日
誌
・
議
会
日
誌

議 長 日 誌

議 会 日 誌

１日（月）

３日（水）

１２日（金）

２２日（月）

２４日（水）～２６日（金）

山口県平生町議会より視察
（デマンドタクシーについて）
香川県町村議長会幹事会
　高松市　香川県自治会館
熊本県南関町議会より視察
（デマンドタクシーについて）
香川県議長会定例会
　高松市　香川県自治会館
県道丸亀三好線改良推進協議会陳情
　徳島県庁・香川県庁

中讃広域組合３町議員研修視察
　島根県出雲市、益田市

１日（木）

２日（金）～３日（土）

６日（火）

７日（水）

奈良県広陵町議会より視察
（デマンドタクシーについて）

第６回全国水源の里シンポジウム
　岐阜県白川町
第５３回四国地区町村議会議長会研修会
　高松市　アルファーあなぶきホール
森林管理道琴南財田線陳情
　香川県知事・県議会

１２日（月）
１

1３日（火）～１５日（木）

１８日（日）

１９日（月）

２８日（水）

２９日（木）～３０日（金）

県政促進に関する要望
　香川県知事・県議会

第５６回町村議会議長全国大会
　東京　ＮＨＫホール
香川県町村議会議長会研修
　東京　全国町村議会議員会館
第３回議会報告会
　琴南公民館
鳥取県三朝町議会より視察
（議会基本条例について）
中讃広域組合議会１１月定例会
　中讃広域組合

エコランド（最終処分場）関係者視察研修
　福岡市最終処分場

８日（土）
２５日（火）

社会福祉大会
仲多度南部消防組合第３回定例会
　仲多度南部消防

2日（火）

5日（金）

11日（木）

15日（月）

16日（火）

19日（金）

29日（月）

満濃中学校改築・調査特別委員会

議会広報特別委員会

議会運営委員会

議会広報特別委員会

教育民生常任委員会

建設経済常任委員会

議会広報特別委員会

総務常任委員会

建設経済常任委員会

6日（火）

7日（水）

8日（木）

9日（金）

12日（月）

18日（日）

第５３回四国地区町村議会議長会研修会

仲多度郡３町議員交流会

議会運営委員会

教育民生常任委員会

建設経済常任委員会

総務常任委員会

第３回　議会報告会（琴南公民館）

21日（水）

22日（木）

26日（月）

27日（火）

満濃中学校改築・調査特別委員会

議会運営委員会

教育民生常任委員会

第５回臨時会

建設経済常任委員会

総務常任委員会

3日（月）

7日（金）

10日（月）

11日（火）

13日（木）

14日（金）

17日（月）

18日（火）

議会運営委員会

第４回定例会（１日目）

第４回定例会（２日目）

満濃中学校改築・調査特別委員会

教育民生常任委員会

建設経済常任委員会

総務常任委員会

議会運営委員会

教育民生常任委員会

第４回定例会（３日目）

議会広報特別委員会

10

　　　　　　　月

10

　　　　　　　　月

11

　　　　　　　月

11

　　　　　　　月

12

　　　　　　　　月

12

　　　月

11

　　　　　　　　月

11

　　　　　　　　月
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衆
議
院
解
散
に
伴
う
総
選
挙
に
よ
り
選
挙

事
務
に
必
要
な
経
費
を
補
正
措
置
す
る
も
の

で
、
歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，
３
９
４
万
８
，

０
０
０
円
を
追
加
し
、
総
額
を
93
億
６
，

４
９
１
万
７
，
０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
す
。

国
政
選
挙
の
経
費
は
、
法
律
上
全
額
国
が
負

担
す
る
は
ず
だ
が
、
予
算
の
中
に
一
部
、
町

の
一
般
財
源
か
ら
の
支
出
が
あ
る
の
は
な

ぜ
か
？

選
挙
経
費
の
中
に
含
ま
れ
る
食
糧
費
は
、
一

旦
立
て
替
え
て
お
き
、
の
ち
に
清
算
す
る
事

に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

経
費
節
減
の
た
め
、
投
票
所
の
箇
所
数
減
を

検
討
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
？

投
票
所
の
削
減
に
つ
い
て
は
、
利
便
性
、
住

借
り
上
げ
料
の
発
生
す
る
施
設
が
前
回
か

ら
２
カ
所
増
え
て
い
る
が
、
そ
の
部
分
は

経
費
に
上
乗
せ
さ
れ
て
い
る
か
？

申
請
段
階
で
は
前
回
並
み
の
９
カ
所
で
上

げ
て
い
る
が
、
２
カ
所
追
加
し
て
い
る
の

で
後
日
調
整
す
る
。

投
票
率
を
上
げ
る
た
め
、
投
票
所
の
箇
所

数
を
増
や
す
考
え
は
な
い
か
？

今
後
、
よ
く
検
討
し
て
い
く
。

　

議
案
14
号
か
ら
議
案
17
号
ま
で
は
、
現
在
、

財
団
法
人
こ
と
な
み
振
興
公
社
を
指
定
管
理
者

民
の
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
も
大
切

で
あ
る
の
で
、
今
後
検
討
す
る
。

借
り
上
げ
料
の
必
要
な
（
投
票
所
と
な
る
）

施
設
の
数
は
？

町
内
投
票
所
の
数
は
23
カ
所
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
11
カ
所
が
借
り
上
げ
料
の
発
生
す

る
施
設
で
あ
る
。

投
票
所
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
取
り
組
み

状
況
は
？

23
カ
所
の
投
票
所
の
う
ち
11
カ
所
で
ス
ロ

ー
プ
等
を
設
け
て
利
便
性
を
高
め
る
よ
う

に
し
て
い
る
。

選
挙
従
事
事
務
手
当
て
は
全
国
一
律
な
の

か
？

ベ
ー
ス
は
同
じ
で
あ
る
が
、
各
自
治
体
の

規
模
（
人
口
、面
積
）
に
よ
り
違
い
が
で
る
。

投
票
率
ア
ッ
プ
の
た
め
の
取
り
組
み
は
？

広
報
活
動
用
の
経
費
（
燃
料
費
等
）
も
組

ん
で
あ
る
の
で
努
力
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

経
費
に
面
積
（
土
地
）
の
広
さ
も
加
味
さ

れ
て
い
る
の
か
？

面
積
の
広
さ
自
体
は
加
味
さ
れ
て
い
な
い

が
、
当
然
広
く
な
る
と
利
便
性
の
面
か
ら

投
票
所
数
は
増
え
る
の
で
、
そ
の
面
で
は

加
味
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
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議
案
紹
介

平
成
24
年
第
5
回
臨
時
会

平
成
24
年
第
４
回
定
例
会

議
案
第
１
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町 

一

般
会
計
補
正
予
算
案
（
第
３
号
）」
に
つ
い
て

９
月
議
会
継
続
案
件

議
案
14
号
か
ら
議
案
24
号
ま
で
の
11
議
案
に

つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

問

問

問問

問問問問

問 答

答答

答答

答答答

答 【
即
　
決
】

議
案
紹
介



と
す
る
「
エ
ピ
ア
み
か
ど
」、「
ま
ん
の
う
町
琴

南
健
康
ふ
れ
あ
い
の
里
」、「
ま
ん
の
う
町
琴
南

高
齢
者
婦
人
活
動
セ
ン
タ
ー
」、
及
び
「
大
川

山
キ
ャ
ン
プ
場
」
の
指
定
管
理
の
期
間
が
平
成

22
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

の
３
カ
年
と
な
っ
て
お
り
、
今
年
度
末
を
も
っ

て
指
定
管
理
の
期
間
が
終
了
し
ま
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
地
方
自
治
法
第
２
４
４
条
の
２
第
６

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か

ら
平
成
30
年
月
31
日
ま
で
の
５
カ
年
に
つ
き
、

引
き
続
き
財
団
法
人
こ
と
な
み
振
興
公
社
を
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。
指
定
管
理

者
の
選
定
で
は
、
財
団
法
人
こ
と
な
み
振
興
公

社
が
本
町
の
出
資
等
に
よ
る
法
人
で
あ
り
、
各

施
設
を
一
括
し
て
管
理
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
管
理
が
期
待
で
き
る
こ

と
か
ら
、
ま
ん
の
う
町
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
に
関
す
る
条
例
第
３
条
に
規
定
に
も
と
づ
き

指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、
議
案
18
号
か
ら
議
案
24
号
ま
で
は
、

現
在
、
有
限
会
社
仲
南
振
興
公
社
を
指
定
管
理

者
と
す
る
「
ま
ん
の
う
町
塩
入
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
」、「
塩
入
ふ
れ
あ
い
ロ
ッ
ジ
」、「
塩
入
ふ

る
さ
と
研
修
館
」、「
塩
入
健
康
セ
ン
タ
ー
」、「
ま

ん
の
う
町
仲
南
特
産
品
セ
ン
タ
ー
」、「
ま
ん
の

を
立
ち
上
げ
て
２
年
後
を
目
途
に
報
告
を

求
め
る
為
に
、
付
帯
決
議
を
提
案
い
た
し

ま
す
。

執
行
部
と
し
て
も
早
急
に
検
討
委
員
会
を

作
り
、
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
報
告
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

う
町
仲
南
道
の
駅
交
流
セ
ン
タ
ー
」、
及
び
「
二

宮
忠
八
飛
行
館
」
に
つ
い
て
は
、
議
案
第
14
号

か
ら
議
案
17
号
ま
で
と
同
様
に
、
地
方
自
治
法

第
２
４
４
条
の
２
第
６
項
及
び
ま
ん
の
う
町
公

の
施
設
の
指
定
管
理
者
に
関
す
る
条
例
第
３
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
引
き
続
き
有
限
会
社
仲
南

振
興
公
社
を
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
３
月
31
日
ま
で
の
５
カ
年
に
つ
き
、
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

前
回
３
年
間
で
あ
っ
た
指
定
管
理
期
間
を

５
年
間
に
す
る
理
由
は
？

物
品
等
の
リ
ー
ス
料
、
人
材
の
確
保
等
か

ら
見
て
計
画
的
、
安
定
的
な
運
営
を
す
る

に
は
３
年
で
は
短
す
ぎ
る
。

指
定
管
理
に
出
そ
う
と
す
る
施
設
も
経
年

劣
化
や
時
代
の
変
化
に
伴
い
、
た
だ
指
定

管
理
に
出
す
だ
け
で
は
振
興
公
社
の
負
担

に
な
る
だ
け
で
あ
り
、
今
回
の
指
定
管
理

の
変
更
に
伴
い
施
設
の
精
査
は
充
分
に
行

っ
た
の
か
？

適
切
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
、

こ
の
５
年
間
で
検
討
し
た
い
。

委
員
会
と
し
て
は
、
早
急
に
検
討
委
員
会
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本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】

委
員
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

問問問 答

答

答

総務常任委員会　指定管理施設の二宮忠八飛行館視察

議
案
紹
介



　

町
道
路
線
２
件
を
認
定
し
た
い
の
で
、
道
路

法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

現
地
調
査
後
、
委
員
会
に
て
質
疑
を
行
い
ま

仲
南
小
学
校
プ
ー
ル
新
築
事
業
に
係
る
実
施
設

計
費
６
５
０
万
円
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。
そ

れ
以
外
は
人
事
異
動
等
に
伴
う
職
員
人
件
費
の

減
額
補
正
で
す
。

　

教
育
民
生
、
建
設
経
済
常
任
委
員
会
部
分
に

お
い
て
、
両
委
員
会
に
て
質
疑
の
後
、
総
務
常

任
委
員
会
に
報
告
を
う
け
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金
が
減
額

と
な
る
の
は
な
ぜ
か
？

現
年
度
の
医
療
費
支
出
額
が
、
当
初
予
算

額
を
下
回
る
見
込
み
と
な
っ
た
の
で
、
減

額
措
置
を
す
る
。

小
学
校
施
設
整
備
事
業
や
町
道
片
岡
西
線

改
良
工
事
で
借
り
る
起
債
及
び
そ
の
利
率

４
％
以
下
と
い
う
の
は
適
切
か
？

本
事
業
は
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る
も
の

で
、
４
％
の
利
率
は
予
算
上
の
上
限
で
あ

り
、
民
間
金
融
機
関
の
見
積
も
り
合
わ
せ

に
よ
り
、
最
も
融
資
条
件
の
良
い
と
こ
ろ

か
ら
借
り
入
れ
す
る
。

し
た
。工

事
期
間
、
事
業
費
に
つ
い
て
？

着
手
後
３
年
程
度
で
開
通
を
予
定
、
事
業

費
の
積
算
は
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
１
，
３
８
２
万
１
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
93
億
７
，
８
７
３
万
８
千
円
と
す

る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
関
す
る
主
な
も
の
は
、
戸
籍
住
民

登
録
費
を
１
，
２
１
６
万
円
増
額
、
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
事
業
勘
定
繰
出
金
を
２
，

１
８
０
万
９
千
円
減
額
、
障
害
者
自
立
支
援
等

障
害
者
福
祉
費
を
１
，
０
８
８
万
７
千
円
増
額
、
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本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

委
員
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

議
案
第
１
号 

ま
ん
の
う
町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

問

問問

答

答答

議
案
第
２
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
一
般

会
計
補
正
予
算
案
（
第
４
号
）」
に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

委
員
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

建設経済常任委員会　町道認定の視察

【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

【
総
務
常
任
委
員
会
付
託
】

議
案
紹
介



　

事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
２
７
万
９
千
円
を
減
額

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
24
億
９
，
０
２
４
万
円
と
す
る
も
の

で
す
。
主
な
歳
出
は
、
後
期
高
齢
者
支
援
金

を
５
３
２
万
４
千
円
増
額
、
介
護
納
付
金
を

８
８
０
万
９
千
円
減
額
、
保
険
財
政
安
定
化
共

同
事
業
拠
出
金
を
１
，
４
０
４
万
８
千
円
減
額

し
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
差
額
通
知
作
成
業
務
の
内

容
と
実
効
性
に
つ
い
て
？

医
療
費
の
個
人
負
担
と
医
療
保
険
財
政
の

軽
減
を
図
る
施
策
で
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
に
つ
い
て
の
理
解
と
薬
の
転
換
を
啓
発

す
る
も
の
で
あ
り
、
医
療
費
を
抑
え
る
効

果
が
あ
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
お
け
る
町
負
担

金
に
つ
い
て
是
正
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
？

次
の
組
合
の
管
理
者
会
に
お
い
て
意
見
を

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
２
７
８
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
１
，

７
１
２
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
歳
出
は
、

人
事
異
動
等
に
よ
る
職
員
人
件
費
の
補
正
に
よ

り
２
７
８
万
円
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
８
８
４
万
３
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
億
５
，

２
３
４
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
歳

出
は
、
施
設
整
備
等
修
繕
料
を
４
７
４
万
６
千

円
増
額
と
し
、
配
水
管
移
設
工
事
に
係
る
経
費

を
４
０
９
万
７
千
円
追
加
し
て
い
ま
す
。

議会だよりまんのう町 2013 No.67

問問 答答本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

委
員
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

建設経済常任委員会　帆山地区イノシシ防護柵設置状況視察

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

委
員
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

議
案
第
３
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第
２

号
）」
に
つ
い
て

議
案
第
４
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
診
療
所

特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第
２
号
）」
に
つ
い
て

議
案
第
５
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
簡
易
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
案
（
第
２
号
）」
に
つ
い
て

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

議
案
紹
介



配
水
管
移
設
に
関
す
る
補
償
額
の
根
拠
及

び
事
業
量
に
つ
い
て
？

補
償
額
は
償
却
部
分
を
除
い
た
残
存
部
分

に
対
す
る
補
償
で
あ
る
。
ま
た
、
事
業
量
は

延
長
部
分
が
約
１
０
０
ｍ
程
度
で
あ
る
。

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
46
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
，
６
５
０
万
６
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
歳
出
は
人
事
異
動
等

に
よ
る
職
員
人
件
費
の
補
正
で
46
万
円
の
増
額

で
す
。

　

こ
の
議
案
は
、
平
成
24
年
９
月
５
日
に
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
会
議
に
お
い

て
も
公
聴
会
・
参
考
人
の
招
致
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ん
の
う

町
議
会
基
本
条
例
の
関
連
す
る
条
文
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

本
会
議
に
お
い
て
も
公
聴
会
・
参
考
人
の
招

致
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
第
４
条
第
３
項
で
は
、「
常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
に
あ
っ
て

は
」
の
文
言
を
削
除
し
、「
第
１
０
９
条
及
び

第
１
０
９
条
の
２
に
規
定
す
る
参
考
人
制
度
及

び
公
聴
会
制
度
を
十
分
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
る
を
「
第
１
１
５
条
の
２
（
第

１
０
９
条
第
５
項
で
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）

に
規
定
す
る
公
聴
会
制
度
及
び
参
考
人
制
度
を

十
分
に
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
に
改
め
、

さ
ら
に
、
第
15
条
第
３
項
、「
法
第
１
０
９
条

第
７
項
」
と
あ
る
を
「
法
第
１
０
９
条
第
６
項
」

に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
議
案
は
、
平
成
24
年
９
月
５
日
の
地
方

自
治
法
の
一
部
改
正
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
条
立

て
さ
れ
て
い
た
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
及
び
特
別
委
員
会
が
一
つ
の
条
文
に
統
合
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
条
例
に
委
員
の
選
任
等
に

関
す
る
事
項
を
明
記
す
る
必
要
が
生
じ
た
た

め
、
ま
ん
の
う
町
議
会
委
員
会
条
例
の
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

　

改
正
箇
所
は
、
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
規
定

し
て
お
り
ま
す
第
７
条
の
第
１
項
か
ら
第
３
項

を
新
設
し
、
こ
れ
ま
で
の
第
１
項
か
ら
第
３
項

を
第
４
項
か
ら
第
６
項
に
改
め
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
24
年
法
律
第
72
号
）
附

則
第
１
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
施
行
の
日
か

ら
施
行
す
る
も
の
で
す
。
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発
議
第
１
号
　
ま
ん
の
う
町
議
会
委
員
会
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
三
常
任
委
員
長
提
出
議
案
）

発
議
第
２
号
　
ま
ん
の
う
町
議
会
基
本
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

（
三
常
任
委
員
長
提
出
議
案
）

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

議
案
第
６
号
「
平
成
24
年
度
ま
ん
の
う
町
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
案

（
第
２
号
）」
に
つ
い
て

本
会
議
審
議
結
果

本
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

委
員
会
議
審
議
結
果

委
員
会
議
審
議
結
果

全
会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

問答 【
建
設
経
済
常
任
委
員
会
付
託
】

【
教
育
民
生
常
任
委
員
会
付
託
】

【
即
　
決
】

議
案
紹
介



議
案
審
議
の
流
れ

議
案
提
出（
執
行
部・議
会・請
願
等
）

本
会
議
で
質
疑

委
員
会
付
託
の
決
定

本
会
議
で
討
論

本
会
議
で
採
決

委
員
会
で
質
疑

委
員
会
で
討
論

委
員
会
で
採
決

付
託
有
り

委
員
会
報
告

委員会付託の審議

付託無し（即決）

　

な
お
、
こ
の
条
例
は
地
方
自
治
法
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
平
成
24
年
法
律
第
72
号
）
附

則
第
１
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
施
行
の
日
か

ら
施
行
す
る
も
の
で
す
。

　

今
回
、
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
議
案

に
お
い
て
、
現
存
の
施
設
の
状
況
、
町
の
財
政

事
情
を
勘
案
し
た
場
合
、
今
後
す
べ
て
の
施
設

に
お
い
て
廃
止
も
含
め
た
議
論
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
今
回
の
議
決
さ
れ
た
議
案
第
14
号

～
議
案
第
24
号
に
つ
い
て
は
、
施
設
管
理
に
関

す
る
検
討
委
員
会
を
早
急
に
立
ち
上
げ
る
こ
と

を
求
め
る
も
の
で
す
。
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本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

発
委
第
１
号
　
議
案
第
14
号
～
議
案
第
24
号

に
対
す
る
付
帯
決
議
に
つ
い
て

（
総
務
常
任
委
員
会
提
出
議
案
）

本
会
議
審
議
結
果
全
会
一
致
可
決

※
発
議
と
は

　
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案

発
議
に
つ
い
て
は
、
所
定
の
賛
成
者
（
議

員
定
数
の
12
分
の
１
以
上
）
が
連
署
し
て

議
長
に
提
出

【
ま
ん
の
う
町
議
会
の
場
合

提
出
者
を
含
め
２
人
以
上
の
賛
成
者
が
必
要
】

※
発
委
と
は

　
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
。

※
付
帯
決
議
と
は

　
予
算
執
行
に
お
い
て
、
議
会
と
し
て
条

　
件
を
付
し
て
決
議
し
た
も
の
。

【
即
　
決
】

【
即
　
決
】

議
案
紹
介



一
般
質
問

大
西

　
　豊
議
員

１
．
ま
ん
の
う
町
立
満
濃
中
学
校
等
複
合
施
設
の

　　　

 

新
築
工
事
に
つ
い
て

１
．
町
敬
老
会
の
成
果
に
つ
い
て

２
．
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
つ
い
て

３
．
公
民
館
利
用
料
金
に
つ
い
て

川
西
米
希
子
議
員

関

　
　洋
三
議
員

１
．
学
校
で
の
防
災
教
育
、
防
災
対
策
に
つ
い
て

１
．
40
歳
以
上
４
０
０
歳
以
上
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

　　　

 

実
施
し
て
は
ど
う
か

２
．
仮
称
「
星
の
家
」
大
月
山
荘
の
改
装
計
画
に
つ
い
て

１
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
森
林
整
備
に
つ
い
て

谷
森

　哲
雄
議
員

１
．
防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
つ
い
て

２
．
現
業
職
員
の
労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て

本
屋
敷

　崇
議
員

１
．
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
経
過
に
つ
い
て

２
．
来
年
度
の
予
算
編
成
を
見
据
え
た
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

川
原

　茂
行
議
員

１
．
満
濃
地
区
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

２
．
仮
称

　いじ
め
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

３
．
各
課
長
等
の
共
通
専
決
事
項
に
つ
い
て

１
．
今
後
の
町
政
ビ
ジ
ョ
ン
（
将
来
像
）と
、

　　　

 

そ
れ
を
ふ
ま
え
た
来
年
度
の
方
針
は
？

２
．
来
年
度
の
教
育
方
針
と
「
教
師
塾
」
の

　　　

 

目
的
と
成
果
は
？

白
川

　年
男
議
員

三
好

　勝
利
議
員

白
川

　正
樹
議
員

１
．
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

１
．
今
、
政
府
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
65
歳

　　　

 

定
年
制
を
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
か

２
．
ヤ
ギ
を
使
っ
て
の
エ
コ
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）
草
刈
り

　　　

 

の
と
り
く
み
に
つ
い
て

３
．
香
川
県
の
う
ど
ん
県
が
全
国
的
に

　　　

 

話
題
に
な
っ
て
い
る

　　　

 

本
町
も
何
か
い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
な
い
か

藤
田

　昌
大
議
員

田
岡

　秀
俊
議
員

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

※青字は要約文を掲載しています。

一般質問

今
後
の
町
政
ビ
ジ
ョ
ン

（
将
来
像
）と
、そ
れ
を

ふ
ま
え
た
来
年
度
の
方
針
は
？

Q
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た

独
自
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

A

　
来
年
度
は
、10
年
間
の
町
政
の
指
針
で
あ
る「
ま

ん
の
う
町
総
合
計
画
」の
折
り
返
し
の
年
で
あ
り
ま

す
。栗
田
町
長
、合
併
後
7
年
足
ら
ず
携
わ
っ
て
来
ら

れ
た
、わ
が
ま
ん
の
う
町
の
現
在
の
認
識
と
、今
後
の

町
政
を
ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン・
展
望
を
持
っ
て
臨
む

の
か
？
　
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
来
年
25
年
度
の
方
針

（
重
点
施
策
）は
何
か
？
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
平
成
20
年
に
策
定
し
た
「
ま
ん
の
う
町
総
合
計

画
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
時
代
の
流
れ
を
敏
感

に
捉
え
、
み
ら
い
の
ま
ち
の
姿
が
ど
う
な
る
の
か

を
、
住
民
に
解
り
易
く
進
め
て
行
き
ま
す
。
方
向

性
と
し
て
は
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
独
自
性

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ

の
実
現
に
よ
っ
て
住
民
が
「
暮
ら
し
続
け
た
い
町

づ
く
り
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
勿

論
、
そ
の
た
め
に
は
財
政
基
盤
の
安
定
が
も
っ
と

も
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
は
目
的
で
あ
る
べ
き
で
手
段
は
可
能
な

限
り
明
確
で
な
け
れ
ば
実
行
に
移
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
お
り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
行
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

問答

田岡  秀俊
議員

議会だよりまんのう町 2013 No.6 10

一
般
質
問

一般質問

自
主
防
災
組
織
の

育
成
に
つ
い
て

Q
各
種
会
合
や
広
報
等

で
積
極
的
に
啓
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

A

　
①
自
主
的
に
地
域
で
の
防
災
組
織
結
成
を
求
め

て
い
る
が
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
た
だ
け
に
今
後
は

自
主
性
だ
け
に
頼
ら
ず
徹
底
し
た
防
災
組
織
の
結

成
を
求
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。そ
の
見
解
を

問
い
ま
す
。

　
①
防
災
は
、
地
域
住
民
の
創
意
工
夫
に
よ
り
主

体
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
行
政
の

存
在
は
あ
く
ま
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
と
側
面
か
ら
の

支
援
で
あ
り
、
行
政
主
導
に
よ
る
組
織
化
は
得
て

し
て
行
政
頼
み
に
な
り
易
く
、
逆
に
自
主
性
を
妨

げ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
町
と
し
て
は
、

積
極
的
に
各
種
会
合
・
広
報
誌
等
で
自
主
防
災
組

織
結
成
の
啓
発
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
②
公
民
館
の
利
用
料
金
が
今
後
発
生
す
る
の
で

な
い
か
と
の
不
安
が
生
じ
て
い
ま
す
。今
後
の
推
移

に
つ
い
て
お
示
し
下
さ
い
。

　
②
公
民
館
の
使
用
料
は
、
出
来
る
限
り
現
状
で

継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
尚
、
体
育
館
も

公
民
館
同
様
に
社
会
教
育
の
推
進
と
い
う
観
点
で

住
民
の
方
に
は
減
免
に
よ
り
無
料
開
放
し
て
い
ま

す
が
、
大
容
量
の
電
力
を
使
用
す
る
た
め
今
後
は

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問 答答

関　 洋三
議員

一般質問

学
校
で
の
防
災
教
育
、

防
災
対
策
に
つ
い
て  

Q
地
域
ぐ
る
み
で
の

防
災
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

A

　 

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か

り
と
し
た
防
災
教
育
を
受
け
た
子
ど
も
達
が
ど
ん

ど
ん
育
つ
こ
と
が
、将
来
「
子
ど
も
達
自
身
を
守
り
」

「
地
域
を
守
り
」「
多
く
の
命
を
守
る
」こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ん
の
う
町
に
お
け
る
『
防
災
教
育
の
意
義
』
と

今
後
の
『
課
題
』
と
『
防
災
教
育
の
取
り
組
み
』

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
東
南
海
地
震
等
で
、
子

ど
も
の
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
防
災
計

画
を
立
て
、
訓
練
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
学
習
指

導
要
領
に
も
規
定
が
あ
り
、
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
教
育
活
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
地
域
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

川西 米希子
議員

一般質問

ヤ
ギ
を
使
っ
て
の

エ
コ（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）草
刈
り

の
と
り
く
み
に
つ
い
て

Q
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
で
は
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
取
組
み
ま
す
。

A

　
①
今
、全
国
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
ヤ
ギ
を

使
っ
て
の
休
耕
田
の
草
刈
を
本
町
と
し
て
も
、先
進

地
を
視
察
研
修
し
取
組
ん
で
は
ど
う
か
。休
耕
田
の

整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ノ
シ
シ
な
ど
害
虫
等

の
進
入
を
防
ぐ
こ
と
が
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
①
ヤ
ギ
に
よ
る
徐
草
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に

も
取
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ

の
獣
害
対
策
と
し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
、

農
業
委
員
会
な
ど
で
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
つ
と

し
て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
飛
躍
的
な
普
及
を
図
る
た
め
風
力
、
太
陽

光
発
電
は
今
後
も
確
実
に
進
め
ら
れ
て
行
く
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
鋭
意
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
②
今
年
、香
川
県
の
う
ど
ん
県
が
全
国
ユ
ニ
ー
ク

語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
が
、お
し
く
も
入
賞

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。各
地
に
お
い
て
も
村
お
こ
し
、

町
お
こ
し
に
色
々
考
え
て
お
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
ん
の
う
町
と
し
て
も
何
か
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
な
い
か
、特
に
将
来
町
を
背
負
っ
て
立
つ
小

学
生
、中
学
生
、高
校
生
な
ど
を
対
象
に
応
募
し
て

も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
②
本
町
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
特
産
品
等
を
活
用

し
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
観
光
振
興
、
引
い
て

は
、
地
域
振
興
の
核
と
な
る
よ
う
な
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問問答 答

三好  勝利
議員



一
般
質
問

大
西

　
　豊
議
員

１
．
ま
ん
の
う
町
立
満
濃
中
学
校
等
複
合
施
設
の

　　　

 

新
築
工
事
に
つ
い
て

１
．
町
敬
老
会
の
成
果
に
つ
い
て

２
．
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
つ
い
て

３
．
公
民
館
利
用
料
金
に
つ
い
て

川
西
米
希
子
議
員

関

　
　洋
三
議
員

１
．
学
校
で
の
防
災
教
育
、
防
災
対
策
に
つ
い
て

１
．
40
歳
以
上
４
０
０
歳
以
上
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を

　　　

 

実
施
し
て
は
ど
う
か

２
．
仮
称
「
星
の
家
」
大
月
山
荘
の
改
装
計
画
に
つ
い
て

１
．
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と
森
林
整
備
に
つ
い
て

谷
森

　哲
雄
議
員

１
．
防
災
組
織
の
育
成
強
化
に
つ
い
て

２
．
現
業
職
員
の
労
働
条
件
改
善
に
つ
い
て

本
屋
敷

　崇
議
員

１
．
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
経
過
に
つ
い
て

２
．
来
年
度
の
予
算
編
成
を
見
据
え
た
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

川
原

　茂
行
議
員

１
．
満
濃
地
区
ほ
場
整
備
に
つ
い
て

２
．
仮
称

　いじ
め
防
止
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

３
．
各
課
長
等
の
共
通
専
決
事
項
に
つ
い
て

１
．
今
後
の
町
政
ビ
ジ
ョ
ン
（
将
来
像
）と
、

　　　

 

そ
れ
を
ふ
ま
え
た
来
年
度
の
方
針
は
？

２
．
来
年
度
の
教
育
方
針
と
「
教
師
塾
」
の

　　　

 

目
的
と
成
果
は
？

白
川

　年
男
議
員

三
好

　勝
利
議
員

白
川

　正
樹
議
員

１
．
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
に
つ
い
て

１
．
今
、
政
府
で
話
題
と
な
っ
て
い
る
65
歳

　　　

 

定
年
制
を
ど
う
考
え
て
お
ら
れ
る
か

２
．
ヤ
ギ
を
使
っ
て
の
エ
コ
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）
草
刈
り

　　　

 

の
と
り
く
み
に
つ
い
て

３
．
香
川
県
の
う
ど
ん
県
が
全
国
的
に

　　　

 

話
題
に
な
っ
て
い
る

　　　

 

本
町
も
何
か
い
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
は
な
い
か

藤
田

　昌
大
議
員

田
岡

　秀
俊
議
員

議
員
が
町
の
考
え
を
問
う

※青字は要約文を掲載しています。

一般質問

今
後
の
町
政
ビ
ジ
ョ
ン

（
将
来
像
）と
、そ
れ
を

ふ
ま
え
た
来
年
度
の
方
針
は
？

Q
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た

独
自
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

A

　
来
年
度
は
、10
年
間
の
町
政
の
指
針
で
あ
る「
ま

ん
の
う
町
総
合
計
画
」の
折
り
返
し
の
年
で
あ
り
ま

す
。栗
田
町
長
、合
併
後
7
年
足
ら
ず
携
わ
っ
て
来
ら

れ
た
、わ
が
ま
ん
の
う
町
の
現
在
の
認
識
と
、今
後
の

町
政
を
ど
う
い
う
ビ
ジ
ョ
ン・
展
望
を
持
っ
て
臨
む

の
か
？
　
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
来
年
25
年
度
の
方
針

（
重
点
施
策
）は
何
か
？
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

　
平
成
20
年
に
策
定
し
た
「
ま
ん
の
う
町
総
合
計

画
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
時
代
の
流
れ
を
敏
感

に
捉
え
、
み
ら
い
の
ま
ち
の
姿
が
ど
う
な
る
の
か

を
、
住
民
に
解
り
易
く
進
め
て
行
き
ま
す
。
方
向

性
と
し
て
は
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
た
独
自
性

の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ

の
実
現
に
よ
っ
て
住
民
が
「
暮
ら
し
続
け
た
い
町

づ
く
り
」
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
勿

論
、
そ
の
た
め
に
は
財
政
基
盤
の
安
定
が
も
っ
と

も
不
可
欠
な
要
素
と
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、

ビ
ジ
ョ
ン
は
目
的
で
あ
る
べ
き
で
手
段
は
可
能
な

限
り
明
確
で
な
け
れ
ば
実
行
に
移
す
こ
と
は
で
き

な
い
と
考
え
て
お
り
、
身
の
丈
に
合
っ
た
行
政
運

営
に
努
め
ま
す
。

問答

田岡  秀俊
議員

議会だよりまんのう町 2013 No.611

一
般
質
問

一般質問

自
主
防
災
組
織
の

育
成
に
つ
い
て

Q
各
種
会
合
や
広
報
等

で
積
極
的
に
啓
発
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

A

　
①
自
主
的
に
地
域
で
の
防
災
組
織
結
成
を
求
め

て
い
る
が
被
害
想
定
が
発
表
さ
れ
た
だ
け
に
今
後
は

自
主
性
だ
け
に
頼
ら
ず
徹
底
し
た
防
災
組
織
の
結

成
を
求
め
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。そ
の
見
解
を

問
い
ま
す
。

　
①
防
災
は
、
地
域
住
民
の
創
意
工
夫
に
よ
り
主

体
的
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
行
政
の

存
在
は
あ
く
ま
で
も
ア
ド
バ
イ
ス
と
側
面
か
ら
の

支
援
で
あ
り
、
行
政
主
導
に
よ
る
組
織
化
は
得
て

し
て
行
政
頼
み
に
な
り
易
く
、
逆
に
自
主
性
を
妨

げ
る
こ
と
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
町
と
し
て
は
、

積
極
的
に
各
種
会
合
・
広
報
誌
等
で
自
主
防
災
組

織
結
成
の
啓
発
に
力
を
入
れ
ま
す
。

　
②
公
民
館
の
利
用
料
金
が
今
後
発
生
す
る
の
で

な
い
か
と
の
不
安
が
生
じ
て
い
ま
す
。今
後
の
推
移

に
つ
い
て
お
示
し
下
さ
い
。

　
②
公
民
館
の
使
用
料
は
、
出
来
る
限
り
現
状
で

継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
尚
、
体
育
館
も

公
民
館
同
様
に
社
会
教
育
の
推
進
と
い
う
観
点
で

住
民
の
方
に
は
減
免
に
よ
り
無
料
開
放
し
て
い
ま

す
が
、
大
容
量
の
電
力
を
使
用
す
る
た
め
今
後
は

検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

問問 答答

関　 洋三
議員

一般質問

学
校
で
の
防
災
教
育
、

防
災
対
策
に
つ
い
て  

Q
地
域
ぐ
る
み
で
の

防
災
教
育
を

推
進
し
ま
す
。

A

　 

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
し
っ
か

り
と
し
た
防
災
教
育
を
受
け
た
子
ど
も
達
が
ど
ん

ど
ん
育
つ
こ
と
が
、将
来
「
子
ど
も
達
自
身
を
守
り
」

「
地
域
を
守
り
」「
多
く
の
命
を
守
る
」こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ん
の
う
町
に
お
け
る
『
防
災
教
育
の
意
義
』
と

今
後
の
『
課
題
』
と
『
防
災
教
育
の
取
り
組
み
』

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
近
い
将
来
予
想
さ
れ
る
東
南
海
地
震
等
で
、
子

ど
も
の
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
防
災
計

画
を
立
て
、
訓
練
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
学
習
指

導
要
領
に
も
規
定
が
あ
り
、
災
害
か
ら
身
を
守
る

た
め
の
教
育
活
動
が
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
、
地
域
や
関
係
機
関
と
の

連
携
を
密
に
し
て
地
域
ぐ
る
み
で
防
災
教
育
に
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

川西 米希子
議員

一般質問

ヤ
ギ
を
使
っ
て
の

エ
コ（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
）草
刈
り

の
と
り
く
み
に
つ
い
て

Q
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

施
策
で
は
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
取
組
み
ま
す
。

A

　
①
今
、全
国
的
に
話
題
に
な
っ
て
い
る
ヤ
ギ
を

使
っ
て
の
休
耕
田
の
草
刈
を
本
町
と
し
て
も
、先
進

地
を
視
察
研
修
し
取
組
ん
で
は
ど
う
か
。休
耕
田
の

整
備
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ノ
シ
シ
な
ど
害
虫
等

の
進
入
を
防
ぐ
こ
と
が
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
。

　
①
ヤ
ギ
に
よ
る
徐
草
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に

も
取
組
み
が
行
わ
れ
て
お
り
、
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ

の
獣
害
対
策
と
し
て
も
期
待
で
き
ま
す
。
今
後
、

農
業
委
員
会
な
ど
で
耕
作
放
棄
地
対
策
の
一
つ
と

し
て
説
明
し
ま
す
。
ま
た
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
飛
躍
的
な
普
及
を
図
る
た
め
風
力
、
太
陽

光
発
電
は
今
後
も
確
実
に
進
め
ら
れ
て
行
く
と
考

え
て
い
ま
す
の
で
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
鋭
意
、
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

　
②
今
年
、香
川
県
の
う
ど
ん
県
が
全
国
ユ
ニ
ー
ク

語
大
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
が
、お
し
く
も
入
賞

と
は
な
ら
な
か
っ
た
。各
地
に
お
い
て
も
村
お
こ
し
、

町
お
こ
し
に
色
々
考
え
て
お
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
ん
の
う
町
と
し
て
も
何
か
ユ
ニ
ー
ク
な
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
な
い
か
、特
に
将
来
町
を
背
負
っ
て
立
つ
小

学
生
、中
学
生
、高
校
生
な
ど
を
対
象
に
応
募
し
て

も
ら
っ
て
は
ど
う
か
。

　
②
本
町
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
特
産
品
等
を
活
用

し
、
町
の
知
名
度
ア
ッ
プ
、
観
光
振
興
、
引
い
て

は
、
地
域
振
興
の
核
と
な
る
よ
う
な
ネ
ー
ミ
ン
グ

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

問問答 答

三好  勝利
議員
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一般質問

来
年
度
の
予
算
編
成

を
見
据
え
た
事
業
の

見
直
し
に
つ
い
て

Q
事
務
事
業
の
再
確
認
と

団
体
助
成
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

A

　 

現
在
の
ま
ん
の
う
町
の
事
業
を
見
る
と
、
旧
町

か
ら
の
持
ち
越
し
事
業
、
更
に
は
バ
ブ
ル
期
か
ら
続

く
過
剰
な
福
祉
予
算
な
ど
現
在
の
財
政
状
況
で
は

考
え
ら
れ
な
い
事
業
が
多
々
存
在
す
る
。

　
そ
こ
を
踏
ま
え
来
年
度
の
予
算
は
ど
の
よ
う
に
編

成
す
る
つ
も
り
か
を
質
問
す
る
。

　
平
成
25
年
度
予
算
編
成
方
針
の
中
で
、
徹
底
し

た
事
務
事
業
の
見
直
し
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等

に
よ
る
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
柱

と
し
て
い
ま
す
。
特
に
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
２
年
前
の
全
項
目
事
務
事
業
を
実
施
し

た
中
で
ポ
イ
ン
ト
が
低
い
事
業
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、そ
の
事
務
事
業
の「
評
価・分
析
」に
基
づ
き
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
原
則
と

し
て
、
廃
止
・
統
合
・
新
規
事
業
へ
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
へ
の
助
成
金
等
に
つ
い
て
も

聖
域
化
せ
ず
、
執
行
状
況
調
査
を
行
い
、
見
直
し

に
よ
る
削
減
を
前
提
と
し
た
予
算
配
分
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問

本屋敷  崇
議員

一般質問

仮
称
　い
じ
め
防
止

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Q
積
極
的
に
条
例
化
を

検
討
し
ま
す
。

A

　
子
ど
も
の
中
で
の
い
じ
め
の
問
題
的
要
素
、非
常

に
い
じ
め
と
な
っ
て
く
る
と
、ど
こ
ま
で
が
い
じ
め
な

の
か
判
定
が
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
に

あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
が
、最
悪
の
事
態
が
起

こ
ら
な
い
と
い
じ
め
と
し
て
認
め
て
い
ま
せ
ん
。最
悪

の
事
態
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
ん
で
す
。い
じ
め

防
止
条
例
を
制
定
す
る
用
意
が
あ
り
ま
す
か
。

　
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
ど
の
子
に
も
、
ど
の
学

校
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
、
ま
た
、
弱
い
も
の
を

い
じ
め
る
こ
と
は
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
こ
と
、
と
い
う
強
い
認
識
を
も
っ
て
指
導
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
内
面
に

寄
り
添
い
、
温
か
い
ま
ん
の
う
町
の
風
土
に
あ
っ

た
、
条
例
を
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
積
極
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

川原  茂行
議員

一般質問

４０
才
以
上
４００
歳
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
実
施
し
て
は
ど
う
か

Q
各
種
体
育
団
体
等
に

お
伝
え
し
ま
す
。

A

　
元
気
、健
康
づ
く
り
に
40
歳
以
上
、年
齢
ト
ー
タ

ル
で
４
０
０
歳
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
。社
会

と
家
庭
を
背
負
い
重
責
あ
る
中
高
年
の
ス
ト
レ
ス
解

消
、ひ
と
時
の
く
つ
ろ
ぎ
の
為
、琴
南・仲
南・満
濃
で

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
琴
南
町
時
代
の
報
告
、珍
プ
レ
イ
―
の
続
出
、打
っ

て
走
っ
て
転
ん
で
、捕
球
！
あ
れ
ゝ
落
球
、ゴ
ロ
は
ト

ン
ネ
ル
当
た
り
前
、大
差
僅
差
の
試
合・・６０
代
７０
代

往
年
の
冴
え
輝
き
。「
こ
ん
な
に
腹
底
か
ら
笑
っ
た
の

生
ま
れ
て
初
め
て
」。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
体
力
の

向
上
や
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
発
散
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
な
ど
心
身
の
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
保

持
増
進
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
交
流
を
通
し
て

住
民
相
互
の
新
た
な
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
の
で
、
働
き
盛
り
の
４０
歳
以
上
の
方
を

対
象
と
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
大
変
有
意
義

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
種
体
育
団
体
等
に
お
伝
え

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

谷森  哲雄
議員

一般質問

ま
ん
の
う
町
立
満
濃

中
学
校
等
複
合
施
設
の

新
築
工
事
に
つ
い
て

Q
発
注
促
進
計
画
に
基
づ
き

町
内
森
林
組
合
か
ら

町
産
材
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

A

　
本
体
工
事
の
平
成
25
年
３
月
完
成
を
め
ざ
し
て

受
注
し
た
大
成
建
設
グ
ル
ー
プ
が
、工
事
を
進
め
て

い
る
。そ
の
契
約
通
り
の
提
案
書
に
基
づ
く
発
注
促

進
計
画
並
び
に
関
心
表
明
書
一
覧
リ
ス
ト
に
従
い
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、木
造
造
作
に
つ

い
て
の
教
室
腰
壁・額
縁
等
の
提
案
書
で
は
、町
産
木

材
の
地
元
調
達
、香
川
西
部
森
林
組
合
・
仲
南
森
林

組
合
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、ど
の
様
な
契
約
で
か
つ

ど
の
様
な
流
通
経
路
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
木
造
造
作
工
事
に
つ
い
て
は
㈱
ま
ん
で
が
ん

パ
ー
ト
ー
ナ
ー
ズ
の
建
設
業
務
を
下
請
け
す
る
大

成
建
設
㈱
が
、
町
商
工
会
よ
り
紹
介
さ
れ
た
地
元

企
業
に
工
事
を
発
注
し
て
お
り
ま
す
。
ご
質
問
の

町
産
材
の
地
元
調
達
に
つ
い
て
は
、
地
元
企
業
が

仲
南
町
森
林
組
合
供
給
分
は
原
木
を
直
接
、
香
川

西
部
森
林
組
合
供
給
分
は
県
内
の
製
材
加
工
所
を

経
由
し
集
成
材
加
工
し
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
購

入
し
、
腰
板
等
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問答

大西　 豊
議員

一般質問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と

森
林
整
備
に
つ
い
て

Q
県
や
県
森
林
組
合

連
合
会
と
協
議
を

行
い
ま
す
。

A

　
昨
今
、森
林
が
か
な
り
荒
廃
し
て
い
ま
す
。田
畑

は
中
山
間
直
接
支
払
い
制
度
等
で
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
打
開
策
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
の
活

用
を
提
案
し
ま
す
。国
の
政
策
と
し
て
も
原
発
事
故

後
そ
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
バ
イ
オ
発
電
、太

陽
光
発
電
、水
力
、風
力
等
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

本
町
も
こ
の
事
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え

１
．有
休
地
を
利
用
し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

２
．太
陽
光
発
電

以
上
２
項
目
に
つ
き
提
案
致
し
ま
す
。　

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
小
型
で
も
発
電
燃

料
用
木
質
チ
ッ
プ
の
必
要
量
を
考
え
る
と
、
ま
ん

の
う
町
だ
け
で
は
確
保
が
難
し
く
、
県
下
全
域
を

対
象
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

本
町
が
ど
の
よ
う
に
係
わ
り
、
協
力
出
来
る
か
は

県
や
香
川
県
森
林
組
合
連
合
会
な
ど
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
休

農
地
解
消
と
し
て
の
太
陽
光
発
電
設
置
は
、
農
地

転
用
許
可
案
件
の
た
め
一
概
に
推
進
は
難
し
く
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問答一
般
質
問

白川  年男
議員

一般質問

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
に
つ
い
て

Q
敬
老
祝
い
金
の
活
用
は

今
後
の
検
討
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

A

　 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
誰
で
も
取
り
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
法
令
や
規
格
が
整
備
さ
れ
た
が
お
年
寄
り

や
体
が
不
自
由
な
方
だ
け
の
家
庭
で
は
取
り
付
け
が

大
変
困
難
で
す
。
最
近
こ
う
い
う
方
を「
防
災
弱
者
」

と
呼
び
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
組
織
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
見
守
り

声
か
け
ほ
っ
と
安
心
事
業
」
で
設
置
場
所
個
数
の
確

認
を
行
い
、
少
な
く
と
も
台
所
と
寝
室
に
は
必
要
で

あ
る
。
2
個
３
個
と
取
り
付
け
る
場
合
の
費
用
を

「
敬
老
祝
い
金
等
」
で
充
て
た
ら
ど
う
か
？

　
本
町
で
は
、
平
成
21
年
度
に
消
防
防
災
意
識
の

高
揚
と
注
意
喚
起
の
た
め
、
町
内
全
て
の
世
帯
に

火
災
警
報
器
を
１
個
配
布
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者

宅
で
は
未
だ
に
未
設
置
が
あ
る
よ
う
で
す
。
地
域

内
の
弱
者
宅
へ
は
地
域
住
民
同
志
で
助
け
合
っ
て

設
置
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
摘
の

「
見
守
り
、
声
か
け
、
ほ
っ
と
安
心
事
業
」
で
確
認

と
設
置
支
援
を
行
う
こ
と
は
大
変
意
義
あ
る
事
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
事
業
団
体
に
お
願
い
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
尚
、「
敬
老
祝
い
金
を
活
用
し
て
は
」
と
の
ご
提

言
は
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問答

白川  正樹
議員
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一般質問

来
年
度
の
予
算
編
成

を
見
据
え
た
事
業
の

見
直
し
に
つ
い
て

Q
事
務
事
業
の
再
確
認
と

団
体
助
成
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

A

　 

現
在
の
ま
ん
の
う
町
の
事
業
を
見
る
と
、
旧
町

か
ら
の
持
ち
越
し
事
業
、
更
に
は
バ
ブ
ル
期
か
ら
続

く
過
剰
な
福
祉
予
算
な
ど
現
在
の
財
政
状
況
で
は

考
え
ら
れ
な
い
事
業
が
多
々
存
在
す
る
。

　
そ
こ
を
踏
ま
え
来
年
度
の
予
算
は
ど
の
よ
う
に
編

成
す
る
つ
も
り
か
を
質
問
す
る
。

　
平
成
25
年
度
予
算
編
成
方
針
の
中
で
、
徹
底
し

た
事
務
事
業
の
見
直
し
・
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
等

に
よ
る
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る
こ
と
な
ど
を
柱

と
し
て
い
ま
す
。
特
に
事
務
事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
２
年
前
の
全
項
目
事
務
事
業
を
実
施
し

た
中
で
ポ
イ
ン
ト
が
低
い
事
業
の
再
チ
ェ
ッ
ク
を

行
い
、そ
の
事
務
事
業
の「
評
価・分
析
」に
基
づ
き
、

ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
を
基
本
原
則
と

し
て
、
廃
止
・
統
合
・
新
規
事
業
へ
の
切
り
替
え

を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
団
体
へ
の
助
成
金
等
に
つ
い
て
も

聖
域
化
せ
ず
、
執
行
状
況
調
査
を
行
い
、
見
直
し

に
よ
る
削
減
を
前
提
と
し
た
予
算
配
分
に
努
め
て

い
き
ま
す
。

問答

一
般
質
問

本屋敷  崇
議員

一般質問

仮
称
　い
じ
め
防
止

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

Q
積
極
的
に
条
例
化
を

検
討
し
ま
す
。

A

　
子
ど
も
の
中
で
の
い
じ
め
の
問
題
的
要
素
、非
常

に
い
じ
め
と
な
っ
て
く
る
と
、ど
こ
ま
で
が
い
じ
め
な

の
か
判
定
が
む
ず
か
し
い
と
思
い
ま
す
。今
ま
で
に

あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ
と
で
す
が
、最
悪
の
事
態
が
起

こ
ら
な
い
と
い
じ
め
と
し
て
認
め
て
い
ま
せ
ん
。最
悪

の
事
態
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い
ん
で
す
。い
じ
め

防
止
条
例
を
制
定
す
る
用
意
が
あ
り
ま
す
か
。

　
い
じ
め
に
つ
い
て
は
、
ど
の
子
に
も
、
ど
の
学

校
に
も
起
こ
り
得
る
こ
と
、
ま
た
、
弱
い
も
の
を

い
じ
め
る
こ
と
は
人
間
と
し
て
絶
対
に
許
さ
れ
な

い
こ
と
、
と
い
う
強
い
認
識
を
も
っ
て
指
導
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
さ
ら
に
、
子
ど
も
の
内
面
に

寄
り
添
い
、
温
か
い
ま
ん
の
う
町
の
風
土
に
あ
っ

た
、
条
例
を
、
多
く
の
関
係
者
の
ご
意
見
を
参
考

に
し
な
が
ら
積
極
的
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

川原  茂行
議員

一般質問

４０
才
以
上
４００
歳
の

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

を
実
施
し
て
は
ど
う
か

Q
各
種
体
育
団
体
等
に

お
伝
え
し
ま
す
。

A

　
元
気
、健
康
づ
く
り
に
40
歳
以
上
、年
齢
ト
ー
タ

ル
で
４
０
０
歳
以
上
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
。社
会

と
家
庭
を
背
負
い
重
責
あ
る
中
高
年
の
ス
ト
レ
ス
解

消
、ひ
と
時
の
く
つ
ろ
ぎ
の
為
、琴
南・仲
南・満
濃
で

実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
琴
南
町
時
代
の
報
告
、珍
プ
レ
イ
―
の
続
出
、打
っ

て
走
っ
て
転
ん
で
、捕
球
！
あ
れ
ゝ
落
球
、ゴ
ロ
は
ト

ン
ネ
ル
当
た
り
前
、大
差
僅
差
の
試
合・・６０
代
７０
代

往
年
の
冴
え
輝
き
。「
こ
ん
な
に
腹
底
か
ら
笑
っ
た
の

生
ま
れ
て
初
め
て
」。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
体
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
体
力
の

向
上
や
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
発
散
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
な
ど
心
身
の
両
面
に
わ
た
る
健
康
の
保

持
増
進
に
資
す
る
も
の
で
あ
り
、
交
流
を
通
し
て

住
民
相
互
の
新
た
な
連
携
を
促
進
す
る
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
の
で
、
働
き
盛
り
の
４０
歳
以
上
の
方
を

対
象
と
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
大
変
有
意
義

と
考
え
て
い
ま
す
。
各
種
体
育
団
体
等
に
お
伝
え

し
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問答

谷森  哲雄
議員

一般質問

ま
ん
の
う
町
立
満
濃

中
学
校
等
複
合
施
設
の

新
築
工
事
に
つ
い
て

Q
発
注
促
進
計
画
に
基
づ
き

町
内
森
林
組
合
か
ら

町
産
材
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

A

　
本
体
工
事
の
平
成
25
年
３
月
完
成
を
め
ざ
し
て

受
注
し
た
大
成
建
設
グ
ル
ー
プ
が
、工
事
を
進
め
て

い
る
。そ
の
契
約
通
り
の
提
案
書
に
基
づ
く
発
注
促

進
計
画
並
び
に
関
心
表
明
書
一
覧
リ
ス
ト
に
従
い
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
思
う
が
、木
造
造
作
に
つ

い
て
の
教
室
腰
壁・額
縁
等
の
提
案
書
で
は
、町
産
木

材
の
地
元
調
達
、香
川
西
部
森
林
組
合
・
仲
南
森
林

組
合
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、ど
の
様
な
契
約
で
か
つ

ど
の
様
な
流
通
経
路
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

　
木
造
造
作
工
事
に
つ
い
て
は
㈱
ま
ん
で
が
ん

パ
ー
ト
ー
ナ
ー
ズ
の
建
設
業
務
を
下
請
け
す
る
大

成
建
設
㈱
が
、
町
商
工
会
よ
り
紹
介
さ
れ
た
地
元

企
業
に
工
事
を
発
注
し
て
お
り
ま
す
。
ご
質
問
の

町
産
材
の
地
元
調
達
に
つ
い
て
は
、
地
元
企
業
が

仲
南
町
森
林
組
合
供
給
分
は
原
木
を
直
接
、
香
川

西
部
森
林
組
合
供
給
分
は
県
内
の
製
材
加
工
所
を

経
由
し
集
成
材
加
工
し
た
も
の
を
、
そ
れ
ぞ
れ
購

入
し
、
腰
板
等
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

問答

大西　 豊
議員

一般質問

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
と

森
林
整
備
に
つ
い
て

Q
県
や
県
森
林
組
合

連
合
会
と
協
議
を

行
い
ま
す
。

A

　
昨
今
、森
林
が
か
な
り
荒
廃
し
て
い
ま
す
。田
畑

は
中
山
間
直
接
支
払
い
制
度
等
で
整
備
さ
れ
て
い
ま

す
。こ
の
打
開
策
と
し
て
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
の
活

用
を
提
案
し
ま
す
。国
の
政
策
と
し
て
も
原
発
事
故

後
そ
の
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
バ
イ
オ
発
電
、太

陽
光
発
電
、水
力
、風
力
等
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

本
町
も
こ
の
事
業
の
趣
旨
を
踏
ま
え

１
．有
休
地
を
利
用
し
て
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

２
．太
陽
光
発
電

以
上
２
項
目
に
つ
き
提
案
致
し
ま
す
。　

　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
、
小
型
で
も
発
電
燃

料
用
木
質
チ
ッ
プ
の
必
要
量
を
考
え
る
と
、
ま
ん

の
う
町
だ
け
で
は
確
保
が
難
し
く
、
県
下
全
域
を

対
象
に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、

本
町
が
ど
の
よ
う
に
係
わ
り
、
協
力
出
来
る
か
は

県
や
香
川
県
森
林
組
合
連
合
会
な
ど
関
係
機
関
と

協
議
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
遊
休

農
地
解
消
と
し
て
の
太
陽
光
発
電
設
置
は
、
農
地

転
用
許
可
案
件
の
た
め
一
概
に
推
進
は
難
し
く
、

慎
重
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

問答一
般
質
問

白川  年男
議員

一般質問

住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
に
つ
い
て

Q
敬
老
祝
い
金
の
活
用
は

今
後
の
検
討
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

A

　 

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
誰
で
も
取
り
付
け
ら
れ

る
よ
う
に
法
令
や
規
格
が
整
備
さ
れ
た
が
お
年
寄
り

や
体
が
不
自
由
な
方
だ
け
の
家
庭
で
は
取
り
付
け
が

大
変
困
難
で
す
。
最
近
こ
う
い
う
方
を「
防
災
弱
者
」

と
呼
び
そ
の
対
応
に
つ
い
て
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
組
織
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
見
守
り

声
か
け
ほ
っ
と
安
心
事
業
」
で
設
置
場
所
個
数
の
確

認
を
行
い
、
少
な
く
と
も
台
所
と
寝
室
に
は
必
要
で

あ
る
。
2
個
３
個
と
取
り
付
け
る
場
合
の
費
用
を

「
敬
老
祝
い
金
等
」
で
充
て
た
ら
ど
う
か
？

　
本
町
で
は
、
平
成
21
年
度
に
消
防
防
災
意
識
の

高
揚
と
注
意
喚
起
の
た
め
、
町
内
全
て
の
世
帯
に

火
災
警
報
器
を
１
個
配
布
し
ま
し
た
が
、
高
齢
者

宅
で
は
未
だ
に
未
設
置
が
あ
る
よ
う
で
す
。
地
域

内
の
弱
者
宅
へ
は
地
域
住
民
同
志
で
助
け
合
っ
て

設
置
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
摘
の

「
見
守
り
、
声
か
け
、
ほ
っ
と
安
心
事
業
」
で
確
認

と
設
置
支
援
を
行
う
こ
と
は
大
変
意
義
あ
る
事
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
事
業
団
体
に
お
願
い
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
尚
、「
敬
老
祝
い
金
を
活
用
し
て
は
」
と
の
ご
提

言
は
、
今
後
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問答

白川  正樹
議員
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第53回四国地区町村議会議員研修会報告
○日　時　平成24年11月6日
○場　所　アルファあなぶきホール　小ホール
○目　的　これからの地方自治に対応した議会の活性化を図るため

　四国地区町村議長会主催による議員研修会が高松において開催され、まんのう町
議会からも14名の議員が出席いたしました。
　まず、四国地区町村議長会会長　蓬清二直島町議長あいさつの後、6名の自治功労
表彰がありました。
　次に、研修会に移り、「自治体議会の災害対応」と題し、同志社大学教授の新川達郎
先生より、災害時の議会の責任と役割について、3.11の教訓としてマニュアルの策定
など普段からの備えの大切さを学びました。
　また、来年度開催される「第2回瀬戸内国際芸術祭」で、総合ディレクターを務めら
れる北川フラム先生より、93万人が訪れた前回瀬戸芸の話も含め、官民協働の仕組
みづくりから、“交流”の大切さ、芸術による地域活性化のあり方等々、有意義な話を伺
いました。
　防災意識の高揚とともに、今後の地域づくりの参考にしていきたいと思います。
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一般質問

防
災
組
織
の

育
成
強
化
に
つ
い
て

Q
資
格
取
得
経
費
の

一
部
補
助
を

検
討
し
ま
す
。

A

　
3
・
11
以
降
、地
域
防
災
組
織
の
重
要
性
が
増
し

町
内
各
地
域
で
地
域
防
災
組
織
の
確
立
が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、各
地
域
の
組
織
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。県
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、わ
が
町
は
73
％
の

組
織
率
で
あ
り
ま
し
た
。今
後
の
組
織
強
化
の
考
え

方
に
つ
い
て
と
、国・県
が
地
域
防
災
士
の
育
成
に
つ

い
て
の
予
算
化
を
行
っ
て
い
る
が
、来
年
度
町
と
し

て
防
災
士
育
成
が
必
要
と
思
う
が
当
局
の
考
え
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。ま
た
組
織
率
１
０
０
％
と
防
災

士
の
配
置
計
画
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
本
町
で
は
自
主
防
災
組
織
育
成
推
進
要
綱
及
び

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
本

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
自
主
防
災
会
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
自
主
防
災
会
の
活
動

状
況
で
は
、
11
月
末
ま
で
に
結
成
の
届
出
は
４
団

体
で
あ
り
、
協
議
中
は
10
件
ほ
ど
で
す
。
更
な
る

設
立
支
援
と
し
て
、
次
年
度
よ
り
防
災
機
運
を
高

め
る
地
域
防
災
士
の
育
成
を
推
進
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
資
格
取
得
に
係
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

藤田  昌大
議員

一
般
質
問
・
議
会
報
告
会

第３回議会報告会について

開催日
　平成24年11月18日（日）
場　所
　琴南中央公民館
時　間
　19：00～21：00

　昨年より、議会としてより多くの町民の皆さんに議会を知っていただけるようにと始めた議
会報告会も今回で３回目となりました。
　当初の予定通り、旧３町での開催が終わりました。しかしながら、まだまだ手探りで始めて
いる状態ですので、至らない点が数多くあるのが実情です。
　今後は、３回の間に皆さんからいただいた意見を元に、多くの人に参加していただける様に
していきたいと思っています。
　その結果、もっと議会の活動を知っていただき、町政に住民の声が反映されるための一つの
手段として行く為に、今後の議会報告会については、現在、場所や内容も含め検討しています
ので第４回には、是非、多くの皆さんの参加をお待ちしています。

第４回議会報告会　４月開催予定
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第53回四国地区町村議会議員研修会報告
○日　時　平成24年11月6日
○場　所　アルファあなぶきホール　小ホール
○目　的　これからの地方自治に対応した議会の活性化を図るため

　四国地区町村議長会主催による議員研修会が高松において開催され、まんのう町
議会からも14名の議員が出席いたしました。
　まず、四国地区町村議長会会長　蓬清二直島町議長あいさつの後、6名の自治功労
表彰がありました。
　次に、研修会に移り、「自治体議会の災害対応」と題し、同志社大学教授の新川達郎
先生より、災害時の議会の責任と役割について、3.11の教訓としてマニュアルの策定
など普段からの備えの大切さを学びました。
　また、来年度開催される「第2回瀬戸内国際芸術祭」で、総合ディレクターを務めら
れる北川フラム先生より、93万人が訪れた前回瀬戸芸の話も含め、官民協働の仕組
みづくりから、“交流”の大切さ、芸術による地域活性化のあり方等々、有意義な話を伺
いました。
　防災意識の高揚とともに、今後の地域づくりの参考にしていきたいと思います。
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一般質問

防
災
組
織
の

育
成
強
化
に
つ
い
て

Q
資
格
取
得
経
費
の

一
部
補
助
を

検
討
し
ま
す
。

A

　
3
・
11
以
降
、地
域
防
災
組
織
の
重
要
性
が
増
し

町
内
各
地
域
で
地
域
防
災
組
織
の
確
立
が
進
ん
で
お

り
ま
す
が
、各
地
域
の
組
織
状
況
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。県
の
報
告
に
よ
り
ま
す
と
、わ
が
町
は
73
％
の

組
織
率
で
あ
り
ま
し
た
。今
後
の
組
織
強
化
の
考
え

方
に
つ
い
て
と
、国・県
が
地
域
防
災
士
の
育
成
に
つ

い
て
の
予
算
化
を
行
っ
て
い
る
が
、来
年
度
町
と
し

て
防
災
士
育
成
が
必
要
と
思
う
が
当
局
の
考
え
を

お
示
し
く
だ
さ
い
。ま
た
組
織
率
１
０
０
％
と
防
災

士
の
配
置
計
画
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。

　
本
町
で
は
自
主
防
災
組
織
育
成
推
進
要
綱
及
び

自
主
防
災
組
織
育
成
事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
本

年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し
、
自
主
防
災
会
の
推
進

を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
自
主
防
災
会
の
活
動

状
況
で
は
、
11
月
末
ま
で
に
結
成
の
届
出
は
４
団

体
で
あ
り
、
協
議
中
は
10
件
ほ
ど
で
す
。
更
な
る

設
立
支
援
と
し
て
、
次
年
度
よ
り
防
災
機
運
を
高

め
る
地
域
防
災
士
の
育
成
を
推
進
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
資
格
取
得
に
係
る
経
費
の
一
部

を
補
助
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問答

藤田  昌大
議員

一
般
質
問
・
議
会
報
告
会

第３回議会報告会について

開催日
　平成24年11月18日（日）
場　所
　琴南中央公民館
時　間
　19：00～21：00

　昨年より、議会としてより多くの町民の皆さんに議会を知っていただけるようにと始めた議
会報告会も今回で３回目となりました。
　当初の予定通り、旧３町での開催が終わりました。しかしながら、まだまだ手探りで始めて
いる状態ですので、至らない点が数多くあるのが実情です。
　今後は、３回の間に皆さんからいただいた意見を元に、多くの人に参加していただける様に
していきたいと思っています。
　その結果、もっと議会の活動を知っていただき、町政に住民の声が反映されるための一つの
手段として行く為に、今後の議会報告会については、現在、場所や内容も含め検討しています
ので第４回には、是非、多くの皆さんの参加をお待ちしています。

第４回議会報告会　４月開催予定
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議
会
だ
よ
り

議会に対する住民の声議会に対する住民の声

ま
ん
の
う
町

●この議会だよりは、四国新聞販売株式会社に委託し、町内の全世帯に配布しています。
　配布についてのお問い合わせは、まんのう町議会事務局　TEL.（73）0109まで

　大
川
山
の
峰
が
朝
の
光
に
輝

い
て
い
ま
す
。
土
器
川
の
清
流

は
ま
だ
冷
た
い
・
・
・
畦
道
で
ち

い
さ
な
草
の
芽
ぐ
み
を
見
つ
け

ま
し
た
。も
う
す
ぐ
春
で
す
。

　私
達
は
、
皆
様
の
声
が
聞
こ

え
顔
が
見
え
身
近
な
お
茶
の

間
の
友
”議
会
だ
よ
り
“で
あ

り
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。ご
意

見
お
寄
せ
下
さ
い
。「
楽
し
み

に
待
っ
て
ま
す
。」

　

あ
と
が
き

編
集
委
員

谷
森 

哲
雄

リサイクル可能な植物油インクを
使用しています。

　今
回
の
表
紙
は
、町
内
の
里

山
に
咲
く「
寒
椿
」で
す
。

　ま
ん
の
う
町
に
は
、ま
だ
ま

だ
多
く
の
自
然
が
残
っ
て
い
ま

す
。寒
い
季
節
で
は
あ
り
ま
す

が
、新
し
い
春
を
探
し
に
皆
様

も
出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

　寒
い
冬
に
あ
り
な
が
ら
、鮮

や
か
に
咲
く
寒
椿
の
よ
う
に
、

ま
ん
の
う
町
議
会
も
厳
し
い
時

代
で
は
あ
り
ま
す
が
、議
場
に

お
い
て
議
論
の

花
を
咲
か
せ
て

行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 今

号
の
表
紙
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委
員
長
〉
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長
〉

〈
委
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〉

〈
委
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〉

〈
委

　
　員
〉

〈
委

　
　員
〉

藤
田
　昌
大

田
岡
　秀
俊

谷
森
　哲
雄

本
屋
敷
　崇

白
川
　正
樹

川
西
米
希
子

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　琴南地区に住み子育て真っ最中の私ですが、身近に感じ、有難いと思うのは「あいあいタクシー」です。定期を買う
と路線バスにも乗れます。我が家の中学生は路線バスで通学しています。上の子の子育て中、通学に優待券もない場合
の負担を考えると、本当に良くなったと思います。
　しかし、あいあいタクシーを利用して通院、買い物をするお年寄りが、「家の前まで来てくれるけど、申し込んでも満
員やったら乗れんのや」「病院で時間がかかって、帰りの便に乗れんときは、タクシーで帰るんや」など
と言っているのを聞くと、まだまだ改善しなければ生活弱者にとって負担が大きいと思います。
　また、まんのう町に二つある中学校ですが、それぞれ特色を持たせ、落ち着いて勉学に励むことので
きる琴南中学校（これまでに、学校に行けなかった生徒を何人も受け入れ、高校進学を果たしている・
昨年 12 月より月 2 回の土曜塾を実施している）、部活動を活発に行っている満濃中学校（剣道部全国
大会出場）と位置づけ、最大に子どもたちの良さを引き出せるような教育環境づくりを議会で取り上げて
頂きたいと思います。

琴南地区 さん黒川 喜代

　昨年十二月十日、福良見健康づくりの会々員二十人がまんのう町議会の見学に行きました。
　ほとんどの人が初めての体験で、関心はあってもなかなか実現せず、こういう機会を作って下さった役員さんたちに感
謝しながらの見学でした。
　議会の進行につれ、議員さんたちから住みよい町づくりを願う要望事項が次 と々出され、それに対する担当者等からの
現状説明や努力施策などが順次、述べられました。
　見学を通して、活力ある町政を目指す議員さんや議会関係皆さまの熱意と努力が十分に伝わってきました。会員の中
から「住民の代表、今後とも頑張って下さい」。「他の地区の人たちにもこんな機会があれば良いのになぁ」という声も
聞かれた町議会の見学でした。

福良見健康づくりの会一員

　議会では、住民の皆さんの声を議会運営に反映していきたいと思っておりますので、
ご意見を議会事務局に届けていただければ幸いです。

皆さんも議会に声を届けてください。

●議会事務局　本庁4階 gikai@town.manno.lg.jpメール

初めての議会見学


